
上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム2015 



上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム2015  



上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム2015  

『教員聞き取り調査2014』 

子どもに寄り添う 子どもの学習状況、発達や興味・関心に寄り添うこと 

自らの成長 英語力向上の自己研鑽 

指導、授業運営の研究・実践・振り返り 

最善を求め続ける 
「子どもに寄り添う」こと、「自らの成長」の両方に 

 常に最善を尽くし、継続 

英語を使う経験 
英語を使って人とつながるということの素晴らしさや
喜びを先生自身が体験し子どもたちにも伝えたい、
経験してほしいという思い 

変化 子どもの日々の小さな変化への心配り 

国内外で起こっていること、教育行政の新しい動きへの敏感さ 

新しい価値観を受け入れながらの教師自身の変化 
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『今回の調査2015』指導に影響を与えているもの 
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将来の必要性とイメージ（2014,2015調査） 

中高生徒、中高教員 「必要」9割  

中高生徒          「使わない」4割  

中学教員          「使わない」2割 
高校教員    「使わない」３割 
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『今回の調査2015』授業の振り返り 

生徒の状況を見て 

授業内容を改善する 

生徒の提出物や 

作品等を分析する 

校内の他の先生と 

指導について話をする 

振り返りのメモや 

ノートをつける 

生徒に授業の 

感想を聞く 

研修会などで自分の 

授業を見てもらい、 

意見をもらう 

授業をビデオにとって 

見直す 
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ALACTモデル（コルトハーヘン, 2010) 
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行為 

試行 

行為の振り返り 

本質的
な諸相
への気
づき 

行為の選択肢の拡大 
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振り返る４つの視点（コルトハーヘン, 2010) 

思考 私は、何を考えていたか 生徒は、何を考えていたか 

感情 私は、どう感じていたか 生徒は、どう感じていたか 

望み 私は、何をしたかったのか 生徒は、何をしたかったのか 

行動 私は、何をしたか 生徒は、何をしたか 


